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	Acrobat: 
	School Name: 広尾学園高等学校
	Year 1: [2]
	Year 3: [--]
	Year 2: [2]
	Kanji 2: 姉川　唯
	Kana 2: あねかわ　ゆい
	Kanji 1: 倉出　夏芽
	Kana 1: くらで　なつめ
	Kanji 3: 
	Kana 3: 
	Title: みんなと　いれば　100てんまんてん
	TT 2: 「きつねさんの　ところに　いけばいいんだ。」　あらいぐまさんは　おもいます。「きつねさんの　おうちには　にわとりが　いるから　いつもたまごが　あるんだ。」きつねさんは　せっせと　おしごとを　していました。「なにしてるの？」あらいぐまさんが　ききました。「あめが　おうちに　はいってくるんだよ。」きつねさんは　こたえます。「だから　やねを　なおさないと　いけないのさ。　あともうすこしで　とどきそうなんだけど......。」「あなぐまさんの　ところに　いこう！」あらいぐまさんは　いいます。「あなぐまさんは　なんでも　もってる。　はしごだって　もっているはずだ。」
	TT 3: ふたりは　あなぐまさんの　おうちに　むかいました。「100てんだ！」あらいぐまさんは　おもいます。　「きつねさんとの　おさんぽだ！」あなぐまさんは　かんがえごとを　しているみたいです。あなぐまさんの　あたまは　クロスワードパズルで　いっぱいです。「２もじの　みつを　つくるむしって　なんだと　おもう？」「うーん。そのことなら　くまさんにきいてみよう。」キツネさんが　いいました。「よし　くまさんの　ところへ　いこう！」
	TT 4: あらいぐまさんと　きつねさんと　あなぐまさんは　くまさんが　すんでいる森（もり）まで　げんきよく　あるいて　いきました。そこにむかう道（みち）の　とちゅうで　みんなは　きいちごを　みつけました。「100てんさ！」きつねさんは　おもいます。「あなぐまさんと　あらいぐまさんとの　ピクニック！」くまさんは　おうちに　いませんでした。　でも　ラッキー！からすさんは　くまさんが　どこに　いったのか　しっているみたいです。「川（かわ）の　ほうだよ！」　からすさんは　なきました。
	TT 5: あらいぐまさんと　きつねさんと　あなぐまさんと　からすさんは　川（かわ）へと　むかいました。「100てん！」　あなぐまさんは　おもいます。「あらいぐまさんと　きつねさんと　からすさんとの　たんけんだ！」みんなは　さかなつりを　している　くまさんを　川（かわ）の　ほとりで　みつけました。
	TT 6: くまさんは　ともだちみんなと　あえて　とっても　うれしそう。「わぁ、びっくり！」くまさんの　こえが　ひびきます。　「なにかとれた？」　きつねさんは　ききます。「まだ　なにも　つれてないよ。」　くまさんは　こたえます。「どんなおさかなを　まっているんだい？」　あらいぐまさんは　ききます。「サケかな。」　くまさんは　こたえます。「えさは　なに？くるくるするやつ？　きらきら？　それとも　ゆらゆらするやつ？」　からすさんは　ききます。「ううん、みみず。」　くまさんは　こたえます。「でも　まだつんつんも　してこない。」
	TT 7: みんなは　しばらく　まっていました。「100てん！」からすさんは　おもいます。「あらいぐまさんと　あなぐまさんと　きつねさんと　くまさんとの　さかなつりの　たび。」まだまって　またまって　さらに　まちました。でも　なにも　おこりません。おさかなたちは　よってきません。「えさを　かえてみたら　どう？」あなぐまさんが　すすめます。「きいちご　とかは？」「なにも　わかってないね。」くまさんは　いいます。「まつことが　だいじなんだ。」あなぐまさんは　ちっとも　さかなつりのことを　しりませんでした。
	TT 8: あなぐまさんは　おさかなを　つれないし、　きつねさんは　まてません。「サケを　すでで　つかまえてくるさ！」きつねさんは　さけびます。「すぐもどるよ！」きつねさんは　かわに　とびこみました。
	TT 9: きつねさんも　いっしょうけんめい　がんばりましたが　おさかなは　とれません。まるで　川（かわ）の　水（みず）に　よばれたかのように、あらいぐまさん、あなぐまさん、からすさん、そして　くまさんまで　つぎつぎと　川（かわ）の　なかへと　とびこんでいきました。水（みず）あそびは　やっぱりさいこう！「100てんだね。」くまさんは　おもいました。「あらいぐまさんと　きつねさんと　あなぐまさんと　からすさんとの　水（みず）あそび。」
	TT 10: そのあとは　ひなたぼっこをしながら　毛（け）や　はね　を　かわかしました。そのあいまに　せかいいちむずかしい　クロスワードパズルを　みんなで　ときました。ひが　くれてきたので　5ひきの　なかまたちは　おうちに　かえります。そのまえに　まだ　やることが　すこし……。
	TT 11: あなぐまさんの　はしごを　かりたり、
	TT 12: きつねさんの　やねを　なおしたり、たまごを　おすそわけしてもらったり。
	TT 13: やっと　りんごの　ケーキを　あらいぐまさんの　おうちで　やけます。きつねさん、あらいぐまさん、からすさん、それに　くまさんにも　ひときれずつ 。くまさんは　もっとたべたいみたいだけど。なんてすてきな　よるなんてすてきな　100てんの　いちにち
	TT 1: あらいぐまさんが　います。あらいぐまさんは　たいくつそうです。すきな　本(ほん）を　よんでみたり　からだを　うごかしてみたりそれでもたいくつで　かなしいときは　おやつを　つくる　じかんです。あらいぐまさんは　りんごの　ケーキを　つくろうとしました。でも　たまごが　ないみたい。
	Comment 2: 一番大変だったのは作者のニュアンスを残すところで、作中に出てくるリズムの良い英語や繰り返しになっている英語を日本語にしたときにそのリズムが崩れないようにどのように訳すか試行錯誤しました。
	Comment 1: この絵本が伝えたい事、作者がこだわったポイント、そして日本人の子供達が読んだ時に馴染みやすいかを気をつけながら訳しました。とくに作中、何度も出てくるperfect という言葉は子供にも嬉しい気持ちや楽しい気持ちが伝わりやすい100点という言葉を選び翻訳しました。
	Comment 3: 絵本を翻訳するという今まで経験してこなかった体験を通して、小さい時、ワクワクしながら手に取り、ページをめくった絵本にその時は気づかなかったたくさんの工夫があることを知りました。話し合いをし、翻訳する作業をしていく中で、私たち自身も子供の目線に立ち、童心にかえることができたので、私たちが翻訳した本が何回も手に取りたい、何回でもわくわくできるものになっていたら嬉しいです。
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